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頭
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セ
ー
ジ
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営
者
45
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

第
３
回
居
酒
屋
談
義
を
３
月
８
日（
水
）、
10
日（
金
）
に
富
山
市
中
心
部
の
飲
食
店

で
開
催
し
た
。
若
手
経
営
者
45
人（
当
所
青
年
部
）が
、
各
会
場
に
１
人
ず
つ
陣
取
っ
た

正
副
会
頭
と
歓
談
し
た
。
そ
の
夜
、
人
生
経
験
豊
富
な
大
先
輩
た
ち
は
若
手
経
営
者

ら
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

第
３
回
居
酒
屋
談
義
を
３
月
８
日（
水
）、
10
日（
金
）
に
富
山
市
中
心
部
の
飲
食
店

で
開
催
し
た
。
若
手
経
営
者
45
人（
当
所
青
年
部
）が
、
各
会
場
に
１
人
ず
つ
陣
取
っ
た

正
副
会
頭
と
歓
談
し
た
。
そ
の
夜
、
人
生
経
験
豊
富
な
大
先
輩
た
ち
は
若
手
経
営
者

ら
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
翠
田
副
会
頭
は
「
若
い
皆
さ
ん
の
話
を
聞
く
こ
と
を
楽
し
み
に
参
加
し
ま
し
た
」
と
優
し
く
挨

拶
さ
れ
る
と
、
最
初
緊
張
し
て
い
た
参
加
者
は
次
第
に
副
会
頭
と
打
ち
解
け
は
じ
め
、
居
酒
屋
な

ら
で
は
の
和
や
か
な
ム
ー
ド
と
な
っ
て
い
っ
た
。

　
副
会
頭
が
青
年
部
の
21
代
会
長
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
青
年
部
活
動
の
過
去
と
現
在
の
比
較
検

証
か
ら
談
義
が
始
ま
り
、
こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
活
動
を
行
っ
て
い
く
べ
き
か
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

　
ま
た
、「
農
耕
民
族
で
あ
る
日
本
人
は
与
え
ら
れ
た
制
約
条
件
内
で
成
果
を
出
す
こ
と
は
得
意

だ
が
、
制
約
条
件
そ
の
も
の
を
変
え
る
こ
と
は
狩
猟
民
族
で
あ
る
海
外
の
人
よ
り
苦
手
だ
と
思

う
。
こ
の
日
本
人
の
性
質
は
、
経
済
状
況
が
良
好
な
時
代
に
は
良
い
の
だ
が
、
良
好
と
は
い
え
な

い
時
に
は
、
そ
の
状
況
そ
の
も
の
を
変
え
よ
う
と
す
る
発
想
と
気
概
が
必
要
に
な
る
。
青
年
部
活

動
に
限
ら
ず
、
若
い
皆
さ
ん
に
は
失
敗
を
恐
れ
ず
に
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
欲
し
い
」。
こ
の

言
葉
に
参
加
者
は
特
に
感
銘
を
受
け
て
い
た
。

　
そ
し
て
、
副
会
頭
は
「
お
客
様
を
第
一
に
考
え
る
こ
と
が
会
社
の
利
益
に
つ
な
が
る
。『
利
他
』

イ
コ
ー
ル『
利
己
』の
経
営
が
大
事
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
」と
顧
客
第
一
主
義
の
重
要
性
を
説
か
れ
た
。

　
談
義
の
中
盤
に
は
、
副
会
頭
か
ら
の
差
し
入
れ
ワ
イ
ン
で
改
め
て
乾
杯
し
、
政
治
経
済
だ
け
で

な
く
お
酒
に
も
詳
し
い
副
会
頭
の
一
面
に
も
参
加
者
は
魅
了
さ
れ
て
い
た
。

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」

﹇
参
加
者
﹈

特別企画
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真
木
　
大
輔
（
㈲
真
木
工
業
　
代
表
取
締
役
）

田
村
　
　
忍
（
タ
ム
ラ
建
装
　
代
表
）

五
十
嵐
　
亮
（
㈲
富
山
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
　
代
表
取
締
役
）

村
野
　
秀
治
（
㈱
ビ
レ
ッ
ジ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
　
取
締
役
）

宇
尾
　
正
彦
（
㈱
保
険
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
富
山
支
店
　
支
店
長
）

尾
山
　
純
子
（
㈲
コ
ス
モ
企
画
　
営
業
）

大
塚
　
康
平
（
大
塚
消
火
器
店
　
主
任
）

沢
田
　
　
帝
（
良
久
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
）

渡
邊
　
智
美
（
日
本
海
広
告
㈱
　
取
締
役
）

　
普
段
は
会
う
機
会
も
な
い
髙
木
会
頭
と
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
話
が
出
来
る
と
あ
っ
て
、
緊
張

を
隠
せ
な
い
参
加
者
だ
っ
た
が
、
会
頭
が
気
さ
く
に
話
し
始
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
緊
張

も
解
け
て
い
っ
た
。

　
北
陸
新
幹
線
開
通
に
よ
る
富
山
の
変
化
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
開
通
に

よ
る
富
山
の
急
激
な
都
会
化
、
都
心
部
の
価
値
観
と
情
報
が
流
入
す
る
こ
と
で
地
元
の
良
さ
が

隠
れ
て
し
ま
う
と
い
う
参
加
者
の
意
見
に
対
し
、
髙
木
会
頭
は
「
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
の
流
れ

は
、
世
界
の
ど
こ
の
国
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
避
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
し
、
消
極
的
に
捉
え
な
く
て
も
良
い
。
む
し
ろ
プ
ラ
ス
の
方
向
へ
転
換
す
る
事
が
大
切
。
地
元

の
良
さ
を
見
出
し
て
く
れ
る
の
が
青
年
部
の
役
目
で
も
あ
る
の
で
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。
時
間
を
上
手
に
作
っ
て
、
仕
事
も
遊
び
も
沢
山
の
経
験
を
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め

の
協
力
で
あ
れ
ば
、
会
議
所
と
し
て
い
く
ら
で
も
す
る
」
と
語
ら
れ
た
。

　
参
加
者
の
成
長
を
少
し
で
も
手
助
け
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
参
加
者
の
発
言
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
、
過
去
の
自
分
を
重
ね
合
せ
な
が
ら
人
生
観
を
語
ら
れ
た
。

「
仕
事
に
遊
び
に…

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」

﹇
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長
谷
川
英
利
（
㈲
プ
ラ
ス
　
代
表
取
締
役
）

高
橋
　
由
将
（
㈲
高
橋
自
動
車
　
代
表
取
締
役
社
長
）

野
原
　
顕
龍
（
マ
ル
エ
ン
㈱
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

砂
子
阪
将
司
（
㈱
砂
子
阪
工
業
所
） 

渡
辺
　
佑
一
（
㈱
速
星
精
工
　
代
表
取
締
役
）

長
森
　
　
稔
（
㈱
ミ
ヅ
ホ
建
設
　
専
務
取
締
役
）

酒
井
　
克
宗
（
Ｙ
Ｓ
Ｐ
中
央
） 

堀
内
　
仁
志
（
㈱
シ
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ズ
　
代
表
取
締
役
）

　「
今
日
は
よ
ろ
し
く
」
と
気
さ
く
に
会
場
へ
入
ら
れ
た
河
上
副
会
頭
の
姿
に
、
参
加
者
は
幾
分

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。
酸
い
も
甘
い
も
噛
み
分
け
て
き
た
副
会
頭
。
参
加
者
の
緊
張
を
感
じ
た
副

会
頭
の
心
遣
い
で
、
乾
杯
と
と
も
に
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
談
義
が
始
ま
っ
た
。

　「
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
、
人
と
し
て
何
を
学
ん
で
き
た
か
振
り
返
っ
て
み
て
、
初
め
て

自
分
が
何
者
で
あ
る
か
わ
か
る
」
そ
う
語
ら
れ
る
副
会
頭
に
会
場
の
皆
が
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、「
多
く
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
大
事
。
経
験
が
伴
わ
な
い
言
葉
に
は
力
が
な
い
。
若
い

皆
さ
ん
に
は
色
々
な
経
験
を
し
て
欲
し
い
」
と
参
加
者
に
強
い
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
た
。

　
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
40
歳
。
悩
み
多
き
時
で
あ
る
。
お
酒
を
飲
み
、胸
襟
を
開
く
参
加
者
は
、

副
会
頭
の
大
ら
か
な
人
柄
に
も
引
き
込
ま
れ
、
次
第
に
様
々
な
質
問
、
相
談
を
投
げ
か
け
た
。

　「
調
子
の
良
い
と
き
は
、
誰
で
も
ま
わ
り
に
人
が
集
ま
る
。
苦
し
い
時
に
こ
そ
助
け
て
く
れ
る

の
が
本
当
の
仲
間
で
あ
る
」「
一
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
人
は
周
り
に
い
る
皆
さ

ん
に
助
け
て
も
ら
っ
て
初
め
て
多
く
の
こ
と
が
出
来
る
」
等
、
参
加
者
に
と
っ
て
金
言
と
も
い
え

る
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

　
終
わ
る
こ
と
の
な
い
談
義
。
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
副
会
頭
は
参
加
者
と
場
所
を
変
え
て

さ
ら
に
熱
い
談
義
を
交
わ
さ
れ
た
。

「
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て
初
め
て
、自
分
が
何
者
で
あ
る
か
わ
か
る
」

﹇
参
加
者
﹈

副
会
頭

河
上
彌
一
郎
（
河
上
金
物
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
和
の
酒
和
の
膳 

ば
さ
ら
」
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い
た
。

「
失
敗
を
恐
れ
ず
、色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て
ほ
し
い
」

﹇
参
加
者
﹈

特別企画

副
会
頭

翠
田

章
男
（
㈱
ト
ン
ボ
飲
料
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「A
B
U
R
I-D
IN
IN
G
 O
A
Z
Y

総
曲
輪
店
」

富
山
市
総
曲
輪
3
丁
目
2
ー
10

会場

真
木
　
大
輔
（
㈲
真
木
工
業
　
代
表
取
締
役
）

田
村
　
　
忍
（
タ
ム
ラ
建
装
　
代
表
）

五
十
嵐
　
亮
（
㈲
富
山
メ
デ
ィ
ア
ワ
ー
ク
　
代
表
取
締
役
）

村
野
　
秀
治
（
㈱
ビ
レ
ッ
ジ
・
フ
ィ
ー
ル
ド
　
取
締
役
）

宇
尾
　
正
彦
（
㈱
保
険
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
富
山
支
店
　
支
店
長
）

尾
山
　
純
子
（
㈲
コ
ス
モ
企
画
　
営
業
）

大
塚
　
康
平
（
大
塚
消
火
器
店
　
主
任
）

沢
田
　
　
帝
（
良
久
工
業
㈱
　
代
表
取
締
役
）

渡
邊
　
智
美
（
日
本
海
広
告
㈱
　
取
締
役
）

　
普
段
は
会
う
機
会
も
な
い
髙
木
会
頭
と
、
お
酒
を
飲
み
な
が
ら
話
が
出
来
る
と
あ
っ
て
、
緊
張

を
隠
せ
な
い
参
加
者
だ
っ
た
が
、
会
頭
が
気
さ
く
に
話
し
始
め
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
徐
々
に
緊
張

も
解
け
て
い
っ
た
。

　
北
陸
新
幹
線
開
通
に
よ
る
富
山
の
変
化
の
話
で
盛
り
上
が
っ
た
一
方
で
、
北
陸
新
幹
線
開
通
に

よ
る
富
山
の
急
激
な
都
会
化
、
都
心
部
の
価
値
観
と
情
報
が
流
入
す
る
こ
と
で
地
元
の
良
さ
が

隠
れ
て
し
ま
う
と
い
う
参
加
者
の
意
見
に
対
し
、
髙
木
会
頭
は
「
首
都
圏
へ
の
一
極
集
中
の
流
れ

は
、
世
界
の
ど
こ
の
国
で
も
起
こ
っ
て
い
る
の
が
現
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
避
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
し
、
消
極
的
に
捉
え
な
く
て
も
良
い
。
む
し
ろ
プ
ラ
ス
の
方
向
へ
転
換
す
る
事
が
大
切
。
地
元

の
良
さ
を
見
出
し
て
く
れ
る
の
が
青
年
部
の
役
目
で
も
あ
る
の
で
、
何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん

で
欲
し
い
。
時
間
を
上
手
に
作
っ
て
、
仕
事
も
遊
び
も
沢
山
の
経
験
を
し
て
欲
し
い
。
そ
の
た
め

の
協
力
で
あ
れ
ば
、
会
議
所
と
し
て
い
く
ら
で
も
す
る
」
と
語
ら
れ
た
。

　
参
加
者
の
成
長
を
少
し
で
も
手
助
け
し
た
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
参
加
者
の
発
言
に
真
剣

に
耳
を
傾
け
、
過
去
の
自
分
を
重
ね
合
せ
な
が
ら
人
生
観
を
語
ら
れ
た
。

「
仕
事
に
遊
び
に…

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
欲
し
い
」

﹇
参
加
者
﹈

会
頭髙

木

繁
雄
（
㈱
北
陸
銀
行
　
特
別
参
与
）

「P
A
R
T
Y
 D
IN
IN
G
 FU
N
K
Y
’s

」

富
山
市
総
曲
輪
2
ー
8
ー
6

会場

長
谷
川
英
利
（
㈲
プ
ラ
ス
　
代
表
取
締
役
）

高
橋
　
由
将
（
㈲
高
橋
自
動
車
　
代
表
取
締
役
社
長
）

野
原
　
顕
龍
（
マ
ル
エ
ン
㈱
　
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
）

砂
子
阪
将
司
（
㈱
砂
子
阪
工
業
所
） 

渡
辺
　
佑
一
（
㈱
速
星
精
工
　
代
表
取
締
役
）

長
森
　
　
稔
（
㈱
ミ
ヅ
ホ
建
設
　
専
務
取
締
役
）

酒
井
　
克
宗
（
Ｙ
Ｓ
Ｐ
中
央
） 

堀
内
　
仁
志
（
㈱
シ
ー
ズ
　
代
表
取
締
役
）

　「
今
日
は
よ
ろ
し
く
」
と
気
さ
く
に
会
場
へ
入
ら
れ
た
河
上
副
会
頭
の
姿
に
、
参
加
者
は
幾
分

リ
ラ
ッ
ク
ス
で
き
た
。
酸
い
も
甘
い
も
噛
み
分
け
て
き
た
副
会
頭
。
参
加
者
の
緊
張
を
感
じ
た
副

会
頭
の
心
遣
い
で
、
乾
杯
と
と
も
に
和
や
か
な
ム
ー
ド
で
談
義
が
始
ま
っ
た
。

　「
人
生
の
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
、
人
と
し
て
何
を
学
ん
で
き
た
か
振
り
返
っ
て
み
て
、
初
め
て

自
分
が
何
者
で
あ
る
か
わ
か
る
」
そ
う
語
ら
れ
る
副
会
頭
に
会
場
の
皆
が
引
き
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

　
ま
た
、「
多
く
の
経
験
を
す
る
こ
と
が
大
事
。
経
験
が
伴
わ
な
い
言
葉
に
は
力
が
な
い
。
若
い

皆
さ
ん
に
は
色
々
な
経
験
を
し
て
欲
し
い
」
と
参
加
者
に
強
い
エ
ー
ル
を
贈
ら
れ
た
。

　
参
加
者
の
平
均
年
齢
は
40
歳
。
悩
み
多
き
時
で
あ
る
。
お
酒
を
飲
み
、胸
襟
を
開
く
参
加
者
は
、

副
会
頭
の
大
ら
か
な
人
柄
に
も
引
き
込
ま
れ
、
次
第
に
様
々
な
質
問
、
相
談
を
投
げ
か
け
た
。

　「
調
子
の
良
い
と
き
は
、
誰
で
も
ま
わ
り
に
人
が
集
ま
る
。
苦
し
い
時
に
こ
そ
助
け
て
く
れ
る

の
が
本
当
の
仲
間
で
あ
る
」「
一
人
で
で
き
る
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る
。
人
は
周
り
に
い
る
皆
さ

ん
に
助
け
て
も
ら
っ
て
初
め
て
多
く
の
こ
と
が
出
来
る
」
等
、
参
加
者
に
と
っ
て
金
言
と
も
い
え

る
言
葉
を
贈
ら
れ
た
。

　
終
わ
る
こ
と
の
な
い
談
義
。
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
、
副
会
頭
は
参
加
者
と
場
所
を
変
え
て

さ
ら
に
熱
い
談
義
を
交
わ
さ
れ
た
。

「
人
生
を
振
り
返
っ
て
み
て
初
め
て
、自
分
が
何
者
で
あ
る
か
わ
か
る
」

﹇
参
加
者
﹈

副
会
頭

河
上
彌
一
郎
（
河
上
金
物
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
和
の
酒
和
の
膳 

ば
さ
ら
」

富
山
市
内
幸
町
2
ー
1

会場
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居 酒 屋 談 義

談義後の

感想

　
経
営
者
と
し
て
、
人
と
し
て
な
ど
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た

正
副
会
頭
の
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
ず
し
り
と
し
た
重
み
を
感
じ
、
参
加
者
に

と
っ
て
今
後
の
人
生
の
糧
と
な
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

参
加
者
の
更
な
る
飛
躍
に
期
待
し
た
い
。

経験から話される言葉のどれ
をとっても、心に響きました。
素晴らしい時間を過ごせたこ
とに感謝でいっぱいです。

お酒も入り本音でお話が
出来ました。大変楽しい
時間を過ごすことができ
ました。

副会頭とお話できる素晴らし
い時間でした。事業所を大き
くすることの大切さを教えて
頂き感銘を受けました。

経営者とはこのような方のこと
を言うのだなと感じることがで
き、勉強になりました。

顧客の立場に立って仕事をする
大切さを語っていただき、大変
有意義でした。この談義が広が
れば良いと思いました。

会社の経営者に必要な大切なも
のを感じることができ、今後の
人生の糧となりました。

経営者として様々な事を勉強し
ていかなければならないと再確
認できました。

若い我々の話を熱心に聞い
て、アドバイスいただいた
ことに感謝します。仕事や
地域貢献に一層邁進したい
です。

経営を教えていただいただけで
はなく、人生についても考える
ことができ勉強になりました。

　
居
酒
屋
と
い
う
本
音
を
語
り
合
え
る
と
い
う
場
の
た
め
だ
ろ
う
か
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

正
副
会
頭
と
は
初
体
面
で
あ
っ
た
が
、
談
義
で
は
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
参
加
者
は
何
を

感
じ
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

村
家
　
幸
伸
（
む
ら
い
食
品
㈱
　
商
品
部
長
）

大
森
　
宏
樹
（
写
真
の
大
森
　
代
表
）

勝
原
　
光
彦
（
㈱
勝
原
塗
装
　
代
表
取
締
役
専
務
）

森
実
　
智
洋
（
ト
ヤ
マ
商
事
㈱
　
取
締
役
）

前
田
　
一
郎
（
㈱
M
A
E
D
A
　
代
表
取
締
役
）

田
中
　
七
海
（
㈱
R
i
e
n
　
代
表
取
締
役
）

早
坂
　
健
司
（
早
坂
鉄
工
㈱
） 

吉
田
　
勇
一
（
㈲
ア
イ
ム
　
部
長
）

金
山
　
紗
希
（
ラ
フ
ェ
ド
ニ
ュ
イ
　
代
表
）

　
山
田
副
会
頭
も
就
任
さ
れ
て
約
４
カ
月
。
こ
の
会
場
で
は
副
会
頭
が
20
年
余
り
勤
め
ら
れ
た

銀
行
員
時
代
や
現
在
の
会
社
に
入
社
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
な
ど
が
話
題
と
な
っ
た
。

　「
私
は
東
京
育
ち
だ
が
、
東
京
で
働
く
こ
と
へ
の
執
着
は
特
に
な
か
っ
た
。
大
き
な
会
社
で
歯

車
と
な
っ
て
自
分
が
見
え
な
く
な
る
よ
り
、
地
方
の
銀
行
で
働
く
こ
と
が
自
分
の
存
在
感
を
発
揮

で
き
る
と
考
え
た
」
と
銀
行
に
就
職
し
た
経
緯
。
そ
し
て
、「
商
店
街
を
歩
き
回
る
な
ど
地
道
な

営
業
を
し
て
、
多
く
の
人
間
と
出
会
っ
た
経
験
が
自
分
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。
若
い
時
の
体
験
や

人
間
関
係
が
現
在
の
仕
事
や
生
き
方
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
」
と
も
語
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
会
社
で
の
社
運
を
賭
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
自
分
の
意

思
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
地
道
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
努
力
を
続
け
れ
ば
必

ず
道
は
開
け
る
」
と
、
未
来
の
富
山
を
担
う
参
加
者
へ
期
待
を
込
め
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
た
。

　
経
営
者
そ
し
て
人
生
の
先
輩
の
言
葉
に
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
る
参
加
者
。
和
や
か
な
雰

囲
気
で
談
義
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

「
地
道
な
努
力
で
、必
ず
道
は
開
け
る
」

﹇
参
加
者
﹈

副
会
頭

山
田

岩
男
（
富
山
電
気
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
㈱
　
取
締
役
社
長
）

「
婆
娑
羅
」

富
山
市
総
曲
輪
１
ー
4
ー
3

会場

五
十
嵐
勝
彦
（
菱
越
電
機
㈱
　
課
長
代
理
）

駒
見
　
良
平
（
㈱
コ
マ
ヤ
　
専
務
取
締
役
）

肥
田
　
史
郎
（
㈱
Ｒ
Ｍ
Ｓ
保
険
セ
ン
タ
ー
　
営
業
事
業
部
長
）

岡
田
　
健
一
（
㈲
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
岡
田
　
店
長
）

佐
々
木
馨
一
（
㈲
佐
々
木
　
取
締
役
）

小
山
　
浩
二
（
小
山
浩
二
建
築
設
計
事
務
所
　
代
表
）

木
村
　
英
樹
（
木
村
黒
板
㈱
　
専
務
取
締
役
）

宇
於
崎
勝
一
（
㈱
ア
ド
プ
ロ
）

西
田
　
隆
宏
（
㈱
L
i 

S
t
a
r
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
初
め
に
、
就
任
さ
れ
て
約
４
カ
月
の
大
津
賀
副
会
頭
は
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
経
済
団
体
の
役
職

を
歴
任
し
た
こ
と
、
当
所
の
副
会
頭
に
選
任
さ
れ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
ま
た
、「
私

自
身
も
日
々
、『
会
社
を
躍
進
さ
せ
た
い
。
社
員
を
幸
せ
に
し
た
い
』
と
努
力
し
て
い
る
が
、
業

界
だ
け
で
は
視
野
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
か
ら
色
々
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
、
青
年
部
の
組
織
や
活
動
に
高
い
関

心
を
示
さ
れ
、
参
加
者
に
入
会
の
動
機
等
を
尋
ね
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
青
年
部
活
動
は
ま
ず
、
頑
張
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
。
活
動
は
楽
し
い

と
思
う
が
、
楽
し
む
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
そ
れ
だ
け
に
の
め
り
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
経
営
者

に
と
っ
て
一
番
大
切
な
の
は
、
自
社
業
で
あ
り
、
社
員
で
あ
る
。
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
本

業
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
一
所
懸
命
に
活
動
し
て
欲
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
ル
ー
ル
や
規
則
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
個
々
の
技
量
は
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
の
器
も
理
解
す
る
。
従
業
員
が
わ
か
り
易
い
具
体
的
な
目
標

を
各
々
が
持
ち
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
」
と
付

け
加
え
ら
れ
、
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
談
義
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

「
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、一
所
懸
命
に
な
ろ
う
」

﹇
参
加
者
﹈

副
会
頭

大
津
賀
保
信
（
ダ
イ
ト
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
魚
富
」

富
山
市
新
富
町
2
ー
4
ー
4

会場
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居 酒 屋 談 義

談義後の

感想

　
経
営
者
と
し
て
、
人
と
し
て
な
ど
、
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
て
こ
ら
れ
た

正
副
会
頭
の
言
葉
一
つ
ひ
と
つ
に
ず
し
り
と
し
た
重
み
を
感
じ
、
参
加
者
に

と
っ
て
今
後
の
人
生
の
糧
と
な
る
ま
た
と
な
い
機
会
と
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

参
加
者
の
更
な
る
飛
躍
に
期
待
し
た
い
。

経験から話される言葉のどれ
をとっても、心に響きました。
素晴らしい時間を過ごせたこ
とに感謝でいっぱいです。

お酒も入り本音でお話が
出来ました。大変楽しい
時間を過ごすことができ
ました。

副会頭とお話できる素晴らし
い時間でした。事業所を大き
くすることの大切さを教えて
頂き感銘を受けました。

経営者とはこのような方のこと
を言うのだなと感じることがで
き、勉強になりました。

顧客の立場に立って仕事をする
大切さを語っていただき、大変
有意義でした。この談義が広が
れば良いと思いました。

会社の経営者に必要な大切なも
のを感じることができ、今後の
人生の糧となりました。

経営者として様々な事を勉強し
ていかなければならないと再確
認できました。

若い我々の話を熱心に聞い
て、アドバイスいただいた
ことに感謝します。仕事や
地域貢献に一層邁進したい
です。

経営を教えていただいただけで
はなく、人生についても考える
ことができ勉強になりました。

　
居
酒
屋
と
い
う
本
音
を
語
り
合
え
る
と
い
う
場
の
た
め
だ
ろ
う
か
。
参
加
者
の
ほ
と
ん
ど
が
、

正
副
会
頭
と
は
初
体
面
で
あ
っ
た
が
、
談
義
で
は
活
発
な
意
見
が
飛
び
交
っ
た
。
参
加
者
は
何
を

感
じ
取
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
様
々
な
感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

村
家
　
幸
伸
（
む
ら
い
食
品
㈱
　
商
品
部
長
）

大
森
　
宏
樹
（
写
真
の
大
森
　
代
表
）

勝
原
　
光
彦
（
㈱
勝
原
塗
装
　
代
表
取
締
役
専
務
）

森
実
　
智
洋
（
ト
ヤ
マ
商
事
㈱
　
取
締
役
）

前
田
　
一
郎
（
㈱
M
A
E
D
A
　
代
表
取
締
役
）

田
中
　
七
海
（
㈱
R
i
e
n
　
代
表
取
締
役
）

早
坂
　
健
司
（
早
坂
鉄
工
㈱
） 

吉
田
　
勇
一
（
㈲
ア
イ
ム
　
部
長
）

金
山
　
紗
希
（
ラ
フ
ェ
ド
ニ
ュ
イ
　
代
表
）

　
山
田
副
会
頭
も
就
任
さ
れ
て
約
４
カ
月
。
こ
の
会
場
で
は
副
会
頭
が
20
年
余
り
勤
め
ら
れ
た

銀
行
員
時
代
や
現
在
の
会
社
に
入
社
さ
れ
た
当
時
の
こ
と
な
ど
が
話
題
と
な
っ
た
。

　「
私
は
東
京
育
ち
だ
が
、
東
京
で
働
く
こ
と
へ
の
執
着
は
特
に
な
か
っ
た
。
大
き
な
会
社
で
歯

車
と
な
っ
て
自
分
が
見
え
な
く
な
る
よ
り
、
地
方
の
銀
行
で
働
く
こ
と
が
自
分
の
存
在
感
を
発
揮

で
き
る
と
考
え
た
」
と
銀
行
に
就
職
し
た
経
緯
。
そ
し
て
、「
商
店
街
を
歩
き
回
る
な
ど
地
道
な

営
業
を
し
て
、
多
く
の
人
間
と
出
会
っ
た
経
験
が
自
分
の
糧
と
な
っ
て
い
る
。
若
い
時
の
体
験
や

人
間
関
係
が
現
在
の
仕
事
や
生
き
方
に
大
き
く
影
響
し
て
い
る
」
と
も
語
ら
れ
た
。

　
ま
た
、
現
在
の
会
社
で
の
社
運
を
賭
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
振
り
返
り
な
が
ら
、「
自
分
の
意

思
を
し
っ
か
り
と
持
ち
、
地
道
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
い
く
こ
と
が
大
切
。
努
力
を
続
け
れ
ば
必

ず
道
は
開
け
る
」
と
、
未
来
の
富
山
を
担
う
参
加
者
へ
期
待
を
込
め
て
熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
た
。

　
経
営
者
そ
し
て
人
生
の
先
輩
の
言
葉
に
う
な
ず
き
な
が
ら
聞
き
入
る
参
加
者
。
和
や
か
な
雰

囲
気
で
談
義
が
深
ま
っ
て
い
っ
た
。

「
地
道
な
努
力
で
、必
ず
道
は
開
け
る
」

﹇
参
加
者
﹈

副
会
頭

山
田

岩
男
（
富
山
電
気
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
㈱
　
取
締
役
社
長
）

「
婆
娑
羅
」

富
山
市
総
曲
輪
１
ー
4
ー
3

会場

五
十
嵐
勝
彦
（
菱
越
電
機
㈱
　
課
長
代
理
）

駒
見
　
良
平
（
㈱
コ
マ
ヤ
　
専
務
取
締
役
）

肥
田
　
史
郎
（
㈱
Ｒ
Ｍ
Ｓ
保
険
セ
ン
タ
ー
　
営
業
事
業
部
長
）

岡
田
　
健
一
（
㈲
カ
ー
シ
ョ
ッ
プ
岡
田
　
店
長
）

佐
々
木
馨
一
（
㈲
佐
々
木
　
取
締
役
）

小
山
　
浩
二
（
小
山
浩
二
建
築
設
計
事
務
所
　
代
表
）

木
村
　
英
樹
（
木
村
黒
板
㈱
　
専
務
取
締
役
）

宇
於
崎
勝
一
（
㈱
ア
ド
プ
ロ
）

西
田
　
隆
宏
（
㈱
L
i 

S
t
a
r
　
代
表
取
締
役
社
長
）

　
初
め
に
、
就
任
さ
れ
て
約
４
カ
月
の
大
津
賀
副
会
頭
は
、
こ
れ
ま
で
色
々
な
経
済
団
体
の
役
職

を
歴
任
し
た
こ
と
、
当
所
の
副
会
頭
に
選
任
さ
れ
た
経
緯
な
ど
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
。
ま
た
、「
私

自
身
も
日
々
、『
会
社
を
躍
進
さ
せ
た
い
。
社
員
を
幸
せ
に
し
た
い
』
と
努
力
し
て
い
る
が
、
業

界
だ
け
で
は
視
野
が
狭
く
な
っ
て
し
ま
う
の
で
、
商
工
会
議
所
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
か
ら
色
々
な

こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
」
と
語
ら
れ
、
青
年
部
の
組
織
や
活
動
に
高
い
関

心
を
示
さ
れ
、
参
加
者
に
入
会
の
動
機
等
を
尋
ね
ら
れ
た
。

　
そ
し
て
、
青
年
部
活
動
は
ま
ず
、
頑
張
る
ぞ
と
い
う
気
持
ち
が
大
切
で
あ
る
。
活
動
は
楽
し
い

と
思
う
が
、
楽
し
む
こ
と
が
目
的
に
な
っ
て
そ
れ
だ
け
に
の
め
り
込
ん
で
は
い
け
な
い
。
経
営
者

に
と
っ
て
一
番
大
切
な
の
は
、
自
社
業
で
あ
り
、
社
員
で
あ
る
。
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
本

業
を
忘
れ
る
こ
と
な
く
一
所
懸
命
に
活
動
し
て
欲
し
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
た
。

　
ま
た
、
組
織
の
あ
り
方
に
つ
い
て
「
ル
ー
ル
や
規
則
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
個
々
の
技
量
は
バ
ラ

バ
ラ
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
、
自
分
の
器
も
理
解
す
る
。
従
業
員
が
わ
か
り
易
い
具
体
的
な
目
標

を
各
々
が
持
ち
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
を
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大
切
」
と
付

け
加
え
ら
れ
、
終
始
笑
顔
の
絶
え
な
い
談
義
を
締
め
く
く
ら
れ
た
。

「
自
分
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、一
所
懸
命
に
な
ろ
う
」

﹇
参
加
者
﹈

副
会
頭

大
津
賀
保
信
（
ダ
イ
ト
㈱
　
代
表
取
締
役
社
長
）

「
魚
富
」

富
山
市
新
富
町
2
ー
4
ー
4

会場
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